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近年、酵母の寿命を左右するいくつかの遺
伝子が同定され、分子レベルでの老化機構
解明の糸口がまさに見えてきたところであ
る。本セミナーではそのキーとなる遺伝子
の一つ、リボソームRNA遺伝子（rDNA）に
焦点を当てて紹介する。rDNAは染色体上

に巨大反復遺伝子群を形成し、ゲノム中で
最も安定性が低い「脆弱（せいじゃく）な領
域」として知られている。
そのためrDNAは細胞老化の一因であるゲノムの不安定化の実体と考えられる。

酵母の老化機構について、その特殊性と普遍性、またヒトへの応用の可能性についても議論したい。
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